あう し うぢ ^ん どうけう ざう ふたば 

氏の 「奥州 路」 の 如き、 遠 藤教三 氏の 「嫩 葉の 森」 の 

ないし あな やまぎ へい たぐ ひ 

如き、 乃至 穴山義 平氏の 「盛夏」 の 如き は、 皆 この類 

の 作品で ある。 もし 「我々 の 日本画 風」 が、 かう 云 ふ 

ものである とすれば、 それ は 遺憾ながら 僕 なぞに は、 

余り 結構な ものと は 思 はれない。 まづ 冷酷に 批評す る 

かみそり そ ひげ なぎなた 

と、 本来 剃刀で 剃るべき 髭 を、 薙刀で 剃って 見せた と 

云 ふ 御手 柄に 感服す る だけで ある。 さう して 一 応 感服 

あと 

した 後で は、 或は 剃刀 を 使った 方が、 もっとよ く 剃れ 

はしなかったら うかと 尋ねた くなる だけで ある。 

もっと ことごと 

尤も 七十 何 点かの 画が、 悉く この種 類 だと 云 ふ 

はたけ やまきん せい き み こ 

次第 ぢ やない。 たと へば 畠 山 錦 成 氏の 「貴 美 子」 の 如 



き は、 少く とも かう 云 ふ 西洋 かぶれの 幣は 受けて ゐな 

い か きばつ こ こ 

い 作品で ある。 如何に 奇抜が つた 所が、 せめて 此処 ま 

こ しろうと 

では 漕ぎつ けて ゐな いと、 どうも 僕 等 素人に は、 ちと 

お ぼっか 

新しい 日本画と しての レエ ゾン • デェ トルが 覚束ない 

かと 思 ふ。 もっと 書きたい 事 もないで はない が、 何し 

しま つ 

ろ 原稿 を 受け取りに 来た 人が、 玄関に 待って ゐる 始末 

へ ん ごめん かう む 

だから、 今度 はま づ この辺で 御免 を 蒙る 事に する。 

わるぐち を かめ はち もく ゆ ゑん おほめ 

悪口 は 岡目八目の 然 らしむ る 所以 だと 大目に見て 頂き 

たい。 (九. 七. 十八) 
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